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Abstract

　When 　we 　see 　some 　f「gures　of　colored 　pattem ，　the　Iine　ot　pattern　and 　the　areas 　of　color　instantane−

ously 　stimulate　our 　eyes 　and 　 varied 　our　emotions ，　 The　effect 　Qf　pattern　and 　color　on 　the　emotions

was 　evaluated 　by　Semantic 　Differentiai　Method 　using 　twenty　figures　of　colored 　pattem　pr「nted 　on 　the

panels，
　fQrty　women 　subjects 　and 　twenty　fourscales　of　emot 「on ，　 The　twenty　stimuli 　of　figures　size 　of

17．3× 17，50r18 ．2 × 15．3　cm2 　we 厂e　printed　on 　the　panels　by　method 　of　mutua 門y　exchange 　ofthe 　pattern

and 　the　coior 　by　operating 　the　computer 　simulatio 冂 system ，1「he　original　four　figures，　two　Japanθse

traditional　figures　and 　two　European 　trad「tional　figures
，
　wer θ quoted　from　publ「shing ，

　 Five　factors　were 　extracted 　re＄ulting　from　factor　analysis 　of　SDscores．　 lt　was 　deduced 　that　the　f「rst

factorwould 　be　the　activity 　of　brilliant−calm ，the　second 　factor　would 　be　the　potency　of　soft −hard，the

third　factor　would 　be　the　evaluation 　of　harmony−inharmony，　the　fourth　factor　would 　 be　the　potency

of　simple −complicate ，　and 　the　fifth　factor　would 　be　the　traditional　of　Japanese −foreign，　respective 「y．

　As　the　resu 「t
，
　 it　was 　estimated 　that　the　faotor　of　actMty 　would 　be　more 　influenced　by　color　than

pat†em ，　the　factors　of　potency　and 　traditional　would 　be　rnore 「nfluenced 　by　pattern　than　co め rand 　thθ

factor　of　evaluatlon 　of　harmony 　wou ［d　be　influenced　by　both　oolor 　and 　pattem，

要　旨

　彩色模様の つ い た文様を見た場合，模様による線と色によ る面がわれわれの 眼を同時に刺激し，感情に様々な変

化をおこ さ せ る 。 模様と色彩が感情効果 に 及 ぼす影響に つ い て明らかにする こ とを目的とし て，文様 （模様と色

彩）を印刷 した EO枚の顕色パネル ， 40名の女性被験者，および25の感情尺度を用い て S 口法に よ っ て検討した 。

　視覚刺激のための 2B枚の文様 （17．3× 17．5，］8．2× 15．3面の大きさ）は，コ ン ピュ
ータ シ ミ ュ レーシ ョ ン シ ス テ

ム によ っ て 模様と色彩を互換する方法 で作成した 。 原図として 用 い た 4枚の文様は，？枚の日本の 伝統的文様， 2

枚の ヨ
ー

ロ ッ パ の 伝統 的文様 で 出版物の印刷図版より引用 し た 。

　SD 評価値を因子分析 した結果 ， 5 つ の因子が抽出ざれた 。 第 1因子ははなやか一おち つ きの活動性の 因子，第

2因子 はソフ ト
ー

八
一

ドの 潜在性の因子 ， 第 3因子は調和
一

不調和の評価性の因子，第 4因子 は シ ン プル ー凝 っ た

の 潜在性の 因子，第 5因子は日本的
一

異国的の伝統性の因子である こ とが ， それぞれ推論 さ れ た 。

　以上 の 結果 ， 活動性の 因子は模様よりも色彩によ っ て ， 潜在性と伝統性 は色彩 よりも模様 によ っ て ， また ， 調和

性な ど の 評価性は模様と 色彩 の 両方の 影 響を受ける こ とが 明 らか に な っ た。
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　 L 緒言

　 ヒ トは入手する情報の中 ， その約 BO％以上を視寛か

ら得 て いる
1）

。 平面上 に構成され て い る形状と色彩 は

形状で は模様と して 線 で，
一

方 ， 色彩 は面 で綱膜を刺

激する こ と に よ っ て 視覚情報を伝達し，ヒ トに さまざ

まな感情をお こ さ せ る 。 布帛やパ ッ ケ
ージ のプ リン ト・

模様 ， 絵画 ， その他の各種 図版などの模様と色彩は商

品を選択 し購買意欲をお こ させ る ため の 重要な情報を

与え る 。 ま た
， イン テ リ ア と して の壁紙な ど で は そ こ

に生活する ヒ トの感情に影響を及ぼす結果 ， 生活の行

動様式まで も変え て しまうなど ， 模様と色彩は人間行

動と大きな関わりをも っ て い る 。

　模様 と色彩の心理 に関す る応用例 と しては 「ロー
ル

シ ャ ッ ハ図版による心理 テ ス ト
E）
」があ り ， 視認性の

観点からは，「標 識の形と色に関する見え方 の 研究
3）
］

が報告されて い る 。 また，コ ン ピュ
ータを用 い た研究

例として は，「色彩設計評価シ ス テ ム の開発研究
4）
」，

絵画にお けるデザ イン面か ら R ．Osbo 厂e5 ｝
，中村

6）

らの 研究がある 。

一
方，「顕色パネルを用い た 2色配

色
7）
， 3色配色

日）
の感情分析に 関する研究，線の太さ

の 影響 鞠， 「ORT 画面上 の 2色 配色 の イ メ
ー

ジ変

化
1ω

」な ど，配色 と心理評価 に関す る 研究も多く見 ら

れる 。 しか し，複雑模様，多色配色の実用系に近い模

様と色彩 に対する感情効果 に関する研 究は極めて少な

い。

　われわれが 日常眼にする 物体の ほ とんどが複雑模様，

多色配色 で ある 。 そ こ で，本研究で は で き る だけ実用

系に近い模様と色彩の例を取 りあげる こ とによ っ て模

様と色彩による視覚刺激が ヒトの 感庸効果に及ぼす影

響に つ い て 明 ら か にする こ とを 目的とした 。 すなわち，

本報では日本とヨーロ ッ パの伝統的文様
牢 ）

を原図 と し

て 用 い
，

コ ン ピ ュ
ー

タシミ ュ レーシ ョ ンによ っ て 原図

の模様 と色彩を互換させた顕色パネル を作成 して 被験

者に提示 し，模様と色彩の いずれがヒ トの 感情効果 に

大きな影響を及ぼすのかを検討 した 。 すなわち ， 被験

者がその刺激を見た場合 に引き起 こされる感情を SD

法 によ っ て 測定 し， そ の評定データ に基 づ く因子分析

か ら，それ らの 感情がどの ような心理 因子によ っ て構

成され ， 模様と色彩の いずれ によ っ て 大き く影響され

た か を 明 ら か にする こ と を試み た 。 E， 3の 知 見が得

られ た の で 報告する 。

　 ＊ ）本報で は線 の 形 （模様） と 区別す る た め模様 と 色彩

を 総称する場合 に は文様 と称 す る こ と にす る 。

　2．実験

　2．1．原図選択 までの予備調査

　複雑文様を用 い る場合 ， 原図に何を用 い るかが研究

結 果 を左右す る 重要な問題 で あ る 。 伝統的な生活用具，

物体に はそれぞれの民族の文化や生活習慣に基づく独

特の文様が施され て い る 。 ヒ トがその伝統物体を国名 ，

産地など ， 固有の ものと して 認識同定する場合模様と

色彩の両方を情報源として判断する で あろ うと考え る 。

本研究の目的と の関連に お い て 伝統文様 は興味ある試

料と考 え ， 本報 で は日本と ヨ
ー

ロ ッ パの 伝統 的文様を

原図と して用い る こ とにした 。

　各種伝統工 芸品 に はそ の表面 に伝統文様が施ざれ て

いるものが多 い。 しか し，実物の工芸品は，工芸 品と

して の 固有の 形と表面テ ク ス チ ャ
ーがあり，そ こから

模様と色彩情報だけを抽出する には困難を ともなう，

ある い は収集できる試料数に限度があるな ど，実験試

料 と し て 不 適切 で ある。そ こ で，色 彩 に つ い て は

DIO カ ラ
ー

ガ イ ド，日本の 伝統色
ID
，フ ラ ン ス の伝

統色
12）

から それぞ れの国における特徴を把握する こ と

に した QDIO カラ
ーガイ ドは ， 日本 と フ ラ ン ス の そ

れぞれ の国にお い て 古来から用 い られて い る 伝統色の

中，各種文献，資料 に 基づき，そ れ ぞれ300色 と 321色

を色料 （印刷）によっ て 再現集約して い るもの で ある。

色 票 の 全 サ ン プル 色 を 1則色 色 差 計 （SDectro

Colorl　Meter 　SZ 一Σ80，日本電 色  ）に よ っ て 測

定 し，マ ン セ ル表色値な らび に Oi［三 Y （％）×y を求

め る こ と に よ っ て 「日本の伝統色」， rフ ラ ン ス の伝統

色」の傾向を調べ た。

　
一

方 ， 被験者へ の視覚刺激に用い る伝統的な文様に

は，出版物の 中の カ ラ
ー

図版か ら引用 し原図と して 用

い る ことにし ， 文献
13’16）

による調奎ならび に色測定を

行 っ た 。 そ の結果，多くの文様のうち日本の伝統文様

にっ い て は，「袱紗，風呂敷」
13）

に掲載されて い る図版

の中か ら家紋の 「丸に蝶」と 「熨」の文様を選択 した 。

こ れ らの形 （模様 ）は慶弔用 として Eヨ本の 伝統的1質習

と深い関わ りをも っ て いる 。

一
方 ヨ

ー
ロ ッ パの伝統文

様 と して は ， 「19世紀 ヨ ーロ ッ パ の 染織一
デ ザ イ ン

画」
15）

の 中に掲載されて い る壁紙など に使われ る装飾

文様の中から 選択抽出した 。 原図 として採用 したこれ

ら 4枚 の伝統文様 は い ずれも 19世紀後半の 作品とみ ら

れるものである 。

　2．2．視感測定用パネル （以下パネル）の作成

　パネルは ， μ イ メ
ー

ジシ ン セサイザーX6800を本体

と し，高解像度カ ラ ーイメージス キャ ナ JXSOO，お
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a ：ち よ う

穩
　 　 　 b　 リ ボ ン

　 　 　 　 G ： の し 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 d ： は な

図1　文様の原図 （a ：ちょう， b ：リボン，
　 c ：のし，

　 d ：はな）

表 1 パネルの 模様と色彩に関する諸元

模様 パ ネル 番号 　 　色

番号 、 系統色 名

マ ン セ ル 表色系

　 HV ／ C
CIE 表 色 系

x 　 　　 y

ち よ う

．．．．．

 

リ ボ ン    

   

1i 黄赤

2i 灰緑

3i 明 るい 灰 青

4i 暗い 灰黄赤

5i 明る い 灰 黄赤

6i くすん だ赤 み の

7i くす ん だ黄みの

8i 明 る い 灰 赤紫

9．OR　 5．5／8．7
2．1G　4．8／1．6
1．1PB　6．5／2．5
9．工R　3護／2．0
1．2YR　 7．5／3．0
7．2YR　 6．5／5．0
7，6R　4，5／4．4
2．7RP　 7．9／1．9

0．464　 0．350
0．305　 0．340
0．28哩　 0297
0．363　 0，328
0，350　 0．333
0．405　 0．375
0．397　 0．331
0，316　 0．310

リボ ン

ち よ う

　　 

1．幽rrr■．．．L齟．．・」．」，1r−r「

　   

　   

　 脚
gi くすん だ黄

10i明るい 灰 紫
11 泊　 脚
12i 暗い 赤みの 灰色

13i くすんだ緑み の 黄　 卩
14i くす ん だ赤 紫

15i うすい 紫

16i こ い 黄赤

4，7Y　8．2／5．1
9．OP　 7．2／3．1
0．7Y　8．6／O．3
6．5R　 2．8／1，4
8．4Y　6，5／7．2
3．9kP　 6．6／7．9
7．7P　7．7／4．2
9．5R　4，9／11．1

O．378　 0．396
0．314　 0．297
0．314　 0．320
0．351　 0，320
0．411　 0．454
0．353　 0．280
0．312　 0．290
0．531　 0．359

の し

．・L．

 

　 ．
17i暗い 赤 みの 灰色

18i 暗 い 紫み の 赤

1gi暗 い 灰赤

20 賠 い 赤み の 灰色

21i 赤み の 白

22i くすん だ赤み の 黄

23i くす ん だ黄 赤

5．6R　 2．＆／1．6
9．5PB　3．1／5。7
4，8R　 3．4／3．2
4．8R　 3，6／1．6
3．6RP　 8．2／O．8
1．2Y　6．7／7．0
2．1YR　 5，7／7．8

0．355　 0．319
0．251　 0．210
0．384　 0．319
0．347　 0．319
0．313　 0．314
0．427　 0．415
0．456　 0．368

は な    

   

は な

「．．・．」i．．．．．

の し

 

　L．・．．」．

   

   

24i くすん だ黄

25i 灰 黄

26i くす ん だ青紫

27i黄赤

28i くすん だ黄赤

29 ｝くすん だ赤み の 黄

30i暗い 灰黄 赤
　 圏

3．3Y　8．1／5．3
3．別 　6．1／3．9
1．OP　 5．1！4．2
0．2YR　 5，6！8．9
4．9YR　 5．4！4．7
1，6Y　7．6／6．6
6．4Y民 4．1／2，5

0，385　 0．395
0，379　 0。390
0．285　 0．265
G．472　 0．360
0406 　 0，366
0．塁10　 0．405
0，380　 0．355

よび，超高感度 PIOTRO 〔∋RAF コHY200Dを入 出力

機 とする色彩 ・形状シミ ュ レ
ー

シ ョ ン シ ス テ ム （シ ャ

ープ  ）に より作成 した 。 すなわち ， パネルは ， カラ

ー図版を スキ ヤ ナ で取り込み，印刷綱点などを消去 し

て修正 したものを原図として 登録し，その原図から配

色変換などの加工を行 っ たものを印画紙にプ 1
丿ン ト出

力 して作成 した 。 プリン ト出力に際して はカラ
ー

図版

の色にできるだけ忠実になる こ とを心がけた 。

　用 い た 4枚の原図パネル を図 1に示す 。 本報で は，

それぞれa ：「ち ょ う」， b ：「リボ ン」，
　 C ： 「の し」，

d ： 「は な」模様と命名 した。色彩は そ れ ぞ れ 8 ， 8 ，

7， 7色便い である 。 視感測定用に は色数が同じ 「ち

ょ う」と 「リボン」，および，fの し」と 「はな」の配

色を互換するパネルを，原図を含め て 20枚作成 した 。

パネル の 模様と色彩に関する諸元を表 1に示す。

　表 1に つ い て 述 べ る と，パネル 番号   は 「ち ょ う模

様」にち ょ う配色 （色番号 1〜 8）の 「ちょ う模様」

の 原図， パネル番号  は 「リボ ン模 様」にリボン配色

　　　　　　　　　　　　（色番号 9〜16）の 「1
丿ボ

　　　　　　　　　　　　 ン模様」の 原図，パネル番

　　　　　　　　　　　　号  は 「の し模様」に の し

　　　　　　　　　　　　配 色 （色 番 号 17〜23）の

　　　　　　　　　　　　 「の し模様」の 原図， パ ネ

　　　　　　　　　　　　ル番号   は 「は な模様」に

　　　　　　　　　　　　 はな配色 （色番号 24〜3の

　　　　　　　　　　　　の 「はな模様」の原 図 で あ

　　　　　　　　　　　　 る ことをそれぞれ示 して い

　　　　　　　　　　　　 る 。

　　　　　　　　　　　　　その他の番号 は配色変換

　　　　　　　　　　　　パネル で あ り， パネル番号

　　　　　　　　　　　　  ，   ，◎ ，   は rリボン

　　　　　　　　　　　　模様」の 上に 1〜 8の ち ょ

　　　　　　　　　　　　 うの色彩を配色変換したパ

　　　　　　　　　　　　ネル で ある こ とを示 し， 同

　　　　　　　　　　　　様に ， パネル番号  ， ◎，

　　　　　　　　　　　　  ，   は 「ち ょ う模様」に

　　　　　　　　　　　　 9〜16の リボ ン の色彩，  ，

　　　　　　　　　　　　  ，  ，  は 「はな模様」

　　　　　　　　　　　　 に 17− 23の の しの 色彩，  ，

　　　　　　　　　　　　  ，  ，   は 「の し模様」

　　　　　　　　　　　　 に24−−39のはなの色彩を配

　　　　　　　　　　　　色変換 したもの である。

　　　　　　　　　　　　　配色 には ， 色 の 組合せ ，

　　　　　　　　　　　　色 の 配 置，色 の 面積の 3 つ
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図 E　 ちょ う模様の 8色の 色領域

蕣

表 2　模様の 色領域と 色変換表
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　　　　図 3　リボ ン模様の 8色の 色領 域 　　　　　　　　 の 影響を考える必要 がある 。 多色配色 ， 複雑模様を変

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 換する 全 組合せ条件は膨大で あり，実際的に は実験不

　　　　　 　　　　　　　　 可能で ある 。 そ こ で，本報では ， 色の配置と面積効果

　　　　　 　　　　　　　　 の 影響につ い て は論外とする こ とにして，被験者の疲

　　　　　 　　　　　　　　 労を考慮 し実験を約 ｝時間 で終了出来る組合せ数から

　　　　　 　　　　　　　　逆算して 1模様当り 5枚の配色変換パネル ， 計 20枚の

　　　　　 　　　　　　　　 パネルを作成 した。すなわ ち ， 4 文様 の 原図 を図 2

　　　　　 　　　　　　　　 〜図 5 に示す 8ある い は 7色の色別の領域に 分割し，

　　　　　 　　　　　　　　 色の領域に対して互換する色をラ ンダムに割 り当てる

　　　　　 　　　　　　　　 方法によっ た。20枚のパネルの 色領域と色 の 関係を表

　　　　　 　　　　　　　　 2に示す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2．3．感清効果 の視覚灘定法
　　　　 図 4　 のし模様の七色の 色領域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4原図x5 配色，計20枚のパネル に対する感情効果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 の測定は ， 18〜22歳の女子大学生40名を被験者とする

　　　　　 　　　　　　　　 S 口 法 に よ っ て行 っ た 。 すなわ ち，パ ネ ル の視 覚刺激

　　　　　 　　　　　　　　 は，その上に置いたマスク （N5 ， 26× 4ア誦大）の開

　　　　　 　　　　　　　　 口窓 （17．3× V ．5， または ， 18．2× 15．3D而 か ら見え

　　　　　 　　　　　　　　 るかたちで被験者 に提示され，25の 感情用語対に対す

　　　　　 　　　　　　　　 る ア段階の心理尺度値が測定された 。 測定は南側に 面

　　　　　 　　　　　　　　 した研究室 の 中程，自然光と昼 光色蛍光灯の併用条件

　　　　　 　　　　　　　　 下 ， 直射 日光 の 当らな い机上 の
一

定場所で行 っ た 。 測

　　　　　 　　　　　　　　 定期 間 は 1｝月 下 旬〜12月 中旬の 10時〜 4時 ， 照 度 は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1｝00±600 （lx）であっ た。
　　　　 図 5　 は な模様の 7色の 色領域

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被験者の検定は色感テ ス ト」
7〕
で 行 っ た 。 検定 の結果，
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感受性に聞題があると判断される評価点 1の被験者は

いなか っ た の で 全被験者の デ
ー

タを解析に用い た 。 な

お
， 60％の 被験者が評価点 3の 「普通」 の 感受性を も

つ て いた 。

　用語対 は ， 感情効 果に関する文献
7−9・1ア）

，辞書
IB）

の

中か ら模様と色彩 に関する 用語を選 定し，さ らに，

IB〜22歳の女子学生60名にも模様と色彩 に関する用語

を思 い つ くままに書 い て も らい ， 集ま っ た用語の 中か

ら重複をさけ，意昧不明確なもの などを除き，反対の

意味をも つ ものを 25対選定 した。 用語 の配列順序や正

負の 両極 配置につ い て は心理的影響を避 けるためラ ン

ダム にわり付ける方法を採用した 。

　3。結果

　3。1．日本およびヨ
ー

ロッパにおける伝統色の特徴につ いて

　 DI⊂）カ ラ
ー

ガイ ドに集約され た伝統色の 測定結果

を 色度 分 布に つ い て は 図 6 （Eヨ本の 伝 統色），図 ア

（フランスの伝統色）に，色相別の明度，彩度の色数

y y

　　　　　　　 x

図 B　 DIC カ ラ
ー

ガイド 「日本の 伝統　 図 7

　　 色 」の 色度 分布

　 　 　 　 x

DlC カラーガイ ド 「フ ラ ン ス の

伝統色」の 色度分布

表 3　 日本とフ ラ ン ス の伝統色における色相別の明度，彩度 と色数
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分 布 につ い て は表 3に示す。OIE 色度図上の分布に

つ い て見る と ， 日本の伝統色 は フ ラ ン ス の伝統色 に比

べ色度点が光源周辺 に 集中し分布範囲も狭い 。 言 い か

えれ ば， 日本の伝統色 はフランス の伝統色に比 べ 彩度

範囲が狭 い 。

　色 の 3属性の 点からみ ると，表 3に示すように ， 明

度では国間にほとんど差がみ られない の に比べ ，彩度

で はす べ て の色相 にお い て彩度差 （最高値
一

最低値）

が フ ラ ン ス で 大き く，特に PB ，　 P ，
　 RP が大き くパ

ープル 系の色相に鮮やかな色が多い と い う特徴がみ ら

れる 。

　色相の 出現頻度 に つ い て み る と，日本 で は YR ＞

R ＞ Y ，フラ ン ス ではY ＞ YFI＞ R の順に 多く，
一

方

少ない順に挙げる と日本で は B 〔∋〈 RP 〈 G ，フ ラ ン

ス で は B 〔∋く B ＜ G で あ っ た 。 色相の出現頻度 につ い

て は 両国 で傾向が類似し て い る と い え る 。

　 したが っ て，原図の配色構成は色相の点では日本と

　　　　　　　　　　　 フ ランス の伝統色における

　　　　　　　　　　　 出現頻度 と傾向が ほぼ
一

致

　　　　　して い る 。

　　　　　 3．2．パネル を見 た 場合

　　　　 の心理因子

　　　　　 20枚の パネル，E5の 感情

　　　　 用語 （以下感1青尺度）に対

　　　　 する被験者のSD 評定値を

　　　　 相加平均 し ， 因子分析 （主

　　　　 因子法）にかけた 。 5因子

　　　　 までの累積寄与率が91．8％

　　　　 を しめ ， か つ 6因子 の固有

　　　　　　　　　　　 値が 1以下にな り寄与率も

　　　　　　　　　　　 小さ くなるな ど の結果か ら

　　　 　　　　　　　　 パネルを見た場合の心理は

　　　　　　　　　　　　5因子 で ほぼ説明 で きるも

　　　　　　　　　　　 の と判断した。 そ こ で因子

　　　　　　　　　　　 の解釈 を高めるた めバ 1
丿マ

　　　　　　　　　　　　ッ ク ス 回転にか け ， 感1青尺

　　　　　　　　　　　 度と 因子負荷量 の 関係か ら

　　　 　　　　　　　　 整理 して 作成 したのが表 4

　　　　　　　　　　　 の 結累で ある 。

　　　　　　　　　　　　　｝因子 は華やかな
一

渋 い ，

　　　　　　　　　　　 年配向きの 一若向きの ， 新

　　　　　　　　　　　 鮮な一古典的な，あざやか

　　　　　　　　　　　 な
一

くすんだ，に こ っ た一

　　　　　　　　　　　 澄んだな ど の感情尺度 に 代
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表され ． 活動性に関係す る因子で ， はなやか
一

おち つ

き の 因子 と名付 けた 。 2 因子 はあたたか い一冷た い，

やわらか い一かた い，ぼ んやりした一はっ きりしたの

感情尺度 に代表ざれ ， 潜在性の因子 でソフト
ー

八
一

ド

の 因子 ， 3因子はき ら い な
一

好きな ， きたな い
一

美 し

い ， ばらばらな一調和の とれたな どの感情尺度に代表

さ れ ， 評価性の因子 で 調和
一

不調和 の因子 ， 4因子 は

平凡な
一

変わ っ た ， 大胆な
一

おとな しい ， さわやかな

一
くど い な どの感情尺度に代表される潜在性の 因子 で

シ ン プル ー
凝 っ た の因子 ， 5因 子 は異国的 な 一

日本的

な ， ただ 1つ の感 躊尺度 で あ っ たが伝統性の因子 ， と

それぞれ名付けた 。

　2D枚の パネルを見た場合の 心理を因子寄与率か ら推

定すると， 1因子活動性が29．B％ と約3D％の影響力を

もち ，
つ ぎに 3因子の調和

一
不調和感に関する評価性

の 影響が大き く，ソ フ ト
ー

八
一

ドの 2因子 と，シ ン プ

ル ー一凝っ たの 4因子 による潜在性がほぼ同程度 （15，0

％，］6．9％）で あ っ た。バ リマ ッ ク ス 回転によ っ て 2

表 4　 バリマ ッ クス回転後の因子負荷量表

感情尺 因子 1 因子 2囲子 3因子 4 因子 5 囚子

15．華や かな
一

渋い 覊 轍糶 D．198o ．048O ．258 一〇．137
12．年 配向き の

一
若者 向きの 驫 灘灘 鍵撰 一〇．0730 ．002 一

〇．0150 ．370
16．新鮮な

一
古典的な 綴欝鞭 一

〇，040 一
〇，3集3O ，007 一〇，282

17．あ ざや か な
一

くすんだ 璽羅 一〇．263O ．玉970 ．334o ．104
23，に ご っ た一澄ん だ 驪獺 購 灘 o．301 一

〇．3150 ．27正 ・o．165
13，地味な

一
派手な 難 寶鍵覊羈 O．054O ．001 一〇．526 一〇、097

6，暗い 一
明 るい 蠹蝋 購 羈 一〇．341 一〇．135 一〇，058　　丶

一
〇．205

3。うわ つ い た
一

お ちっ い た 灘飆 鸛 O．062 一
〇．398o ．249 一〇，002

¢、目立 たな い
一

目立 っ た 鶸 鑢 懸 驚 o．295 一〇．DI呂 一〇．6290 ．022
20．重い 一軽い 繋鑞 一

〇．407 一〇．347O ．351 一〇．018
21．あ たたか い 一冷 たい o．044 臘 轗 鯱 灘 o．Dgo ，−0．1G6 一〇．163
9．やわ らか い

一
か たい 一〇．106 難 羃 0．029 一〇．308 一9，072

24．自然 な一不 自然な 0．075 靉 攤 藩 0．281 一
〇．383 一〇。071

1．ぼ んや りした一はっ き りした 0．467 難 羅覊韈雛 一〇．142 一
〇．348O ．031

11．き らい な 一
好 きな 0，006 一

〇．G80 灘 覊 轗響 0．084O ．OO3
25．き たない

一
美 しい O．201 一〇．012 灘 謬灘 鑢藝 0．127 一〇．097

10，ばらばらな
一

調和の とれ た
一
〇．111 一〇．147 羆鷄鸚籔饗 O．090O ．030

18．下 品な一上 品な 一〇．301 ・0．175 鱒 鯑 嬲 0．231 一〇．097
19，お しゃれ な 一

やぼ っ た い 一〇，250 ℃．工61 謝 縫騰 聽舞 o，249O ．183
5．平凡な 一変わ っ た o．1820 ．224O ．301 饕韈 雛羈鑼 o．055
14，大胆な

一
お とな しい

一
〇．376 一〇．299 一〇．  93 靆 灘 燕磯 O．194

8．さわ や かな
一

くどい
一
〇．0860 ．43Go ．408 講翻 購譯 O．078

22．豪華な
一
質素な 一〇，296 一

〇．136O ．486 鐶 鑞 鑛 耋 O．301
7．複雑な

一
単純 な o．459 一

〇．250 一
〇．049 灘 蜒翻鑞 O．056

2．異 国的な
一

目本的 な
一
〇．2540 ．283 一

〇．237 一D．318 瓢鱇 鯉鬻

固有値 7．3883 ．7625 ．625 ・・司 1．233

寄与率 （％） 29．615 ．022 ．5
　　　’
16，9 弖．9

累積寄 与率 （％） 29．644 ．667 ．工 84．o
馳

38，9

因子名

はなやか

　　レ

お ちつ き

ソ フ ト

　1
ハ
ー

ド

調和

　 E

不調和

シ

ζ
プ ル 1

凝 っ た

日本 的

　 1
異国 的

活動性 潜 在性 評価 性 潜在性 伝統性

因子と 3因子の寄与率に逆転がみ られた 。 5因子伝統

性の 寄与率は他 の 因 子 に 比べ て かな り小 ざ い 。

　3．3。模様と色彩が感情に及ぼす影響

　3．3．1．「ちょ う
一

リボン」の組合せ につ いて

　模様 と色彩 によ る視覚刺激 が感情に及 ぼす影響につ

い て明らか にする ため，それぞれ 2つ の 因子間の組合

せ 意味空間上 の 因子得点の変動 に つ い て 分析 し， 模様

変換 ， 配色変換によ っ て どの様な心理上 の 変化が見ら

れたかを考察した 。

　図 Bは ， 「ち よ う
一

リボ ン」の 10枚 の 配色 変換パネ

ルの因子得点を 1因子
一 2因子空間上にプ ロ ッ トした

結果である 。 例えば，「ち ょ う模様」でち ょ う配色の

パネル   （ち ょ う原図文様）と，「ち ょ う模様」一定

のまま リボン の色を配色変換 した  ， ◎，   ，   のパ

ネル の 座標分布 ， および ， 「リボ ン模様」で リボン 配

色 の パネル◎ （リボン原図文様）と，リボン模様
一

定

の ままちょ う色を配色変換した  ，   ，   ，   のパネ

ル の 座標分布の 関係か ら色彩 の 影響が推 定され る 。 す

　　　　　　　　なわち，定性的で はあるが，図中に

　　　　　　　　おいて実線で示 している方向に感情

　　　　　　　　が変化する こ とがわか る 。 模様
一

定

　　　　　　　　の まま配色変換する と 1因子活動性

　　　　　　　　の因子が相 互 に 反対の極 へ と 移動 し，

　　　　　　　　2因子の変動は見 られない。はやか

　　　　　　　　な
一

落ち着きの 活動性の 因子は模様

　　　　　　　　よ りも色彩 の 影 響が大 き い と い え る 。

　　　　　　　　日本の伝統的文様のち ょ うの色彩 は

　　　　　　　　落ち着い た感情を与え，ヨーロ ッ パ

　　　　　　　　の装飾文様の リボン の配色ははなや

　　　　　　　　かな感1胃を与える 。

　　　　　　　　 次 に配色 が同 じで模様変換した組

　　　　　　　　合せ，  と  ，◎，◎，  の グル ー

　　　　　　　　プ，◎と  ，◎，  ，   のグル
ープ

　　　　　　　　の座標移動につ い て み る と ， 破線 で

　　　　　　　　示す方向に感情が変化 して い る こ と

　　　　　　　　がわかる 。 すなわち ， 1因子活動性

　　　　　　　　の影響が小さく， 2因子評価性が相

　　　　　　　　互 に反 対 の極 へ と変 化 し て い る 。

　　　　　　　　「ち ょ う模様」はやや八 一ドな感 じ，

　　　　　　　　「りぼん模様」はややソ フ トな感 じ

　　　　　　　　で と ら え られ，模様が一
定であれ ば

　　　　　　　　配色が変化して も 2因子 ソ フ ト
ー

八

　　　　　　　　
一

ド感の変化は少ない。 2因子は色

　　　　　　　 彩 よりも模様 によ っ て 影響され る と
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図15　 1因子
一5因子空間の因子得点分布 「の し一はな」

言え る 。

　 1因子一 3因子 の 意味空間の因子得点図を図 9に ，

1因子
一 4因子の意 眛空間の因子得点図を図 10に ， 1

因子
一 5因子の意味空閤の因子得点図を図11に示す。

3因子調和一不調和，4因子 シ ン プルー凝 っ た， 5因

子 日本的一
異国的のそれぞれの感情に 及ぼす模様と色

彩の影響につ いて ， 図 8 と同様の分析方法か ら次 の よ

う に 解釈される 。

　図 9に み られるように，ち ょ う原図文様  は模様を

変換 して も （  〜  ）， 配色変換して も （  〜  ），調

和感が低く，模様と色彩の いずれの 点からもあま り評

価性が高くな い ため模様と 色彩の影響が明確ではない。

一
万 ， リボ ン 原図文様◎の調和性 はち ょ う原図文様に

比較して高 く，模 様変換 して も （  〜  ），配色 変換

して も （  〜  ）調和感が低下する こ とが認め られる 。

これらの結果を逆説的に 言 えば， 「ち ょ う
一

リボ ン」

の 組合せ にお い て は ， 3因子調和一不調和の評価性は

模様と色彩の両方に よ っ て 影響さ れ る因子 で ある と解

釈ざれれる。

　図｝0にみ られるように ， ち ょ う原図文様  をち ょ う

模様の まま リボ ン配色 に変換 しても （  〜◎）， ある

いは 1丿ボン原図文様◎をリボン模様のままちよ う配色

に 変換 した場 合 に も （  〜  ）， 4 因子 の 変化が小さ

く ，

一
方，ち ょ う原図文様   の 配色 をリボン摸様上 に

変換した場合 （  〜  ），および，リボン原図文様◎

の配色をち ょ う模様上に変換 した場合 （  〜  ）には

4因子が相互に反対の極 へ と変化する こ とが認め られ

る 。 こ の こ とから，シ ン プル
ー

凝 っ たの 4因子潜在性

は色彩よ りも模様による影響が大き い と考えられ，模

様の複雑さが関係する因子 と考え られる 。 5因子伝統

性は， 図 11に み られるように ， 固有値が小さいため因

子得点変化も小さ いが，ちょ う模様 はやや Eヨ本的，リ

ボン模様はやや異国的なイメ
ー

ジ で とらえられ，模様
一

定 で 配色変換 して も伝統性の 感情に 変化がみ ら れず

（実線），色
一

定で模様変換した場合 （破線）には相 互

に反対の極 へ と変化がみ られる 。 すなわち ， 伝統性の

感情 は色彩よ りも模様によ っ て 影響を受けたとい える 。

　3．3．2．「の し一はな」の組合せ条件に つ い て

「の し一
はな」の組合せ条件に つ い て も 「ち よ う

一
リ

ボ ン」と同様の 方法 で 模様と色彩の 影響に つ い て解析

した 。 ］因子
一 2因子間の 組合せ空間 における  〜 

の 10枚の パ ネ ル の因子得点分布を図 12に ， 1因子 一 3

因子空間における因子得点分布を図 13に， 1因子
一 4

因子空間に おける 因子得点分布を図 14に， 1因子
一 5

因子空間における因子得点分布を図 15に，それぞ れ示

して い る 。

　 1因子 と 2因子へ の 影響に つ い て み ると，図 12にみ

られる よう に，の し原図文様  は ， おち つ いて ，八
一

ドな感じを与 え ， はな原図文様   ははなやか で ，ソ フ

トな感じを与 える 。 模様
一

定 ・色変換し た場合 ， あ る

い は色
一

定 ・模様変換 した場合の いずれ にお い て も

個々のパネル の因子得点に変化がみ られる 。 しか し ，

模様変換，配色変換による影響が傾向と して 明確 に 認

められな い 。 はなやか
一

おち つ きの活動性 にも ， ソ フ

トー八 一
ドの 潜在的な感情に も，模様 と色彩の いずれ

がより大きな影響力をも つ かは明確で はなか っ た。

　 3因子調和一不調和の 評価性の感情へ の影響に つ い

て み ると，図1Bに み られる よう に，の し原図文様   と

はな原図文様   は同程度の調和感が認められ て い る 。

［＝ ＝＝：＝ ＝ ＝ ＝ ＝ ：＝ コ 144 ［二 ＝ 二 二 ＝ ＝ ：：憲 ＿ 、 c ．
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の し 原図文様の   を配色変換 した   〜  の グル
ー

プ で

は調和感がやや高 くな り，模様変換 した  〜  の グル

ープ で は調和感に低下がみ られる 。 また，はな原図文

様の   を 配色変換 した 場合 （  〜  ）に調和感が低下

する傾 向が認め られる 。 したが っ て ， 3因子調和感に

関係する評価性の心理 に は色彩 と模様の何れもが関与

したと考え られる 。

　 4因子 シンプル
ー

凝 っ たの評価性の感情へ の 影響に

つ い て み ると，それぞれの原図文様から 「の し模様」

はな配色へ の変換グル
ープ （  〜  ）も ， 「はな模様」

の し配色 へ の変換グル
ー

プ （  〜  ）も，模様
一

定の

まま色変換した場合に は 4因子の感情 に 明確な変化が

認められない。一方 ， 模様変換すると ，   か ら  〜 

へ のの し配色 「はな模様」へ の変換グループで はやや

シ ン プル に 感 じ
，

そ の 反対 に  か ら  〜  の はな配色

「の し模様」へ の変換グル
ープで は凝 っ た感 じへ と感

情が変化する傾向が認め られる 。 模様変換によっ て 4

因子 の 感情が相互 に 反対の極へ と変化する こ とから，

明確ではな いが模様の影響が認め られる 。

　 5因子伝統性につ い て み ると， 4因子の場合と同様

に色彩よりも模様の影響による感1青の変化が認められ

る 。

か し ， 「ち ょ う一リボン」の 図1Bに おい て は，プ ロ ッ

トに よ っ て形成ざれる形状の範囲がちょ うとリボン で

大き く異なり ，

一方 ， 図 17の 「の し
一

はな」で は類似

して い る 。
つ ま り， ち ようとリボン の組合せ におい て

は，彩度分布が異なっ て い る こ とが変換に よる感情の

変化を起 こさせ ， 反対に ， の しとはなの組合せにお い

て は彩度分布が類似 して い た こ とが変換効果が見 られ

なかっ た こ とと関係し，彩度が心理に与える影響が大

き いことが推察され る 。

　生活の 中にあ る 種 々の 物体に は 形と色彩があり，
ヒ

トにさまざまな
’1青報を伝達し感情を誘起させている 。

本報 で は ， 伝統 文様の 数例を例題 に して 実験を行っ た

にすぎな い 。 しか し，今後，多くの例題 に関する測定，

解析を集積する こ とに よっ て ， 模様と色彩が心理効果

表 5　 実験結果まとめ一
「 ．糾 轟
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壷 亡亜
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　伝 統性　 1

−．巫 」
　 模様

　 模樺．一．

　4．結果のまとめと考察

　実験上の制約 などか ら原図文様が 4例で あり明確に

結論づ ける こ と は で き な い が，結果 を ま と め る と表 5

のとおりとなっ た。

　被験者が 2D〜24meと若い 世代で あり， 家紋や慶弔の

しの 形 に対 して伝統性を感じにくい こ とから模様の影

響がやや低 くあらわれた可能性が考え られる 。 しか し ，

寄与率が低い が 5因子に模様の 影響が認められて い る

こ とから，伝統文様を例に した本報の 目的は
一応達せ

られで いる 。 伝統性に関 しては ， 被験者を高年齢集団

にも同様 の 実験 を行い，結果 を比較する こ とが今後の

課題 と考える 。

　寄与率を考慮 して 総合的に 心理 へ の影響を考察する

と，模様よ りも色彩の影響がやや大き い こ とが推察出

来る 。 また ， 「ち ょ う
一

リボン」の組合せに比 べ
， 「の

し
一

はな」の 組合せ にお い て は変換効果が明確 に表れ

て い な い 。 そ こ で，4枚の原図に使われて い る搆成色

の色度点をプロ ッ トし，プロ ッ ト間を直線で結ぶ と図

16 （「ちょ う
一

リボン」），図 17 （「の し
一

はな」）が得

られた 。 図 にみ られるように ， また前述 の よ うに ， 4

枚の 文様 の 構成色 は 色相の 点か ら は類似 して い る 。 し

y

紛

■光源

y が
s

光驃

x

　 　 　 　 　 「ちよ う」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「リボン 」

図 16 原 図構成色の 色度分布 「ち ょ う一リボン」

　

　

囲

〆
■光灘

ン

x

譜
蹲 光臨

x

　 　 　 　 　 「の し亅　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 rはな ↓

図 17　原 図 構成色の 色度分布 「の し一は な」
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と どの様に関わ っ て い る か を明らか にした い と考え て

い る 。

　謝辞

　本研究 1よ 渡部さお り，増田智子両氏の 大阪市立大

学における 卒業研究 （1991年度）の
一

貫 と して行われ

たものを筆者が論文に ま とめたも の で ある 。 両氏な ら

びに，被験者としてこ協 力いただ いた学生諸氏に感謝

致 します 。

　文様に関 しては関西大学経済学部，角山幸洋 教授 に

ご 助言 とこ指導を賜 りま した 。 深謝の意を表します。

また，視覚刺激用パネルの作成 にあた り ， 色彩 ・形状

シ ミュ レーシ ョ ン シ ス テ ムに関する指導 と便宜を頂き

ましたシ ャ
ープ  肩報 システム事業本部，OAD 事業

セ ン ターの 方 々 に 厚 く御礼を申 し上げます。

　本研究は ［ヨ本色彩学会第2B回全 国大会 にお い て 発表

した （本誌 ， 16− 1 （1992）79−BO）。

文献

D 秋田宗平 ：色彩の心理効果 ， 第 24回光学 五 学 会 関

　 西支部連合講演会 予稿集，1991， 1−2B

2）片 口安史 ：改定　新 ・心理診断法，ロールシ ャ ッ

　 八 テ ス トの 解説 と研究 ， 金子書房 q990）

3）大野治代，佐藤隆二 ，樋口雅弥 ：標識の形と色が

　 見え方に及 ぼす影響の定量化に関する研究 ， その

　　2．矢 印標識の色と形，日本色彩学会誌，12− 1

　　（1988）　74−75
4）河本直樹 ， 高橋佐恵子 ， 宗円寿

一
：コ ン ピュ

ータ

　　に よ る 色彩設 計評 価 シ ス テ ム の 開発，同上，15−

　　 1　　（1991）　61−62

5）Roy 　Osbo 「「18 ：APainter
’
s 　Thoughts

　 on 　 Oolo 「 a ［d　 Form ，　 Oolor 　 Res ．　 and

　 AppL ，12−6　（1987）334−339

6）中村 貞男 ：線的図 の 配 色，日本色彩学会 誌 ， 13−

　　 ｝　　G9日9）　36−37

7）納谷嘉信他 ：色調和の研究 ， その 1〜その 5 ， 電

　 言式彙，　28− 8　（1965）　631−639，　29−12　（1965）　914

　
−932，　3〔｝− 2　（1966）　161−17B，　30ー9　（】96B）　741

　
−752，　3D−｝1　（1966）　8B9−900

B）納谷 嘉信他 13 色配色の Semantic 　Differ−

　　entia1 に よ る 感情分析 ， そ の ｝〜その 4 ， 同上 ，

　　31−11　（1967）　1153−1168，　32− 2　（196B）　195−220，

　　32− E　（1968）　？21−238，　33− 3　　（1969）　261−271

9）小曹啓子 ， 小林茂雄 ：ス トラ イ プ柄の イ メ
ー

ジ に

　　関する 基礎的考察，繊消誌 ， 31− 1 （1990）4E−49

10）柏崎英徳，斉藤文親 10RT 上の 2色配色パ ター

　　ン とその輝度 に対する人間のイ メ ージ変化，照学

　　誌，　77− 2　（1993）　iDE−105

］D 匚〕10カラ
ーガイ ド，日本の 伝統色，第 5版，大

　　日本イン キ化学

12）Dio カラ ーガイド，フ ラ ン ス の 伝統色．第 2版 ，

　 　大 日本イ ンキ化学

13）角山幸洋 ：宮井株式会社 所蔵 「袱紗 ・風 呂敷」，

　　宮井株式会社刊，｝97D

14）日 尹…貞 夫 ， 丹 羽 基 二
， 日 本 の 伝統 文様 「1」，

　　「2」，グ ラ フ ィ ッ ク社 ， 199D

15）北村哲郎監，亀井恩故館所蔵 ［9世紀ヨ
ー

ロ ッ パ

　　の染織 ， 4一デザイ ン 画」， 「同， 1一捺染，織物，

　　壁紙」美術出版社，1990

16） M 。A ．ラ シ ネ ：世界装飾図集成， 1 （第 5刷），

　　1986， IV （第 4刷）， 19B2， マ
ール 社

17）日本色彩研究所監修 ：色 感テ ス ト （基本 色彩 掛

　　図 ・色感テス ト編）， 日本色研事業，198B

IB）広辞苑 ， 岩波書店 ， 1981

　　　　　　　　　　　　 （受付 ：1993年 7月 1日）

著者紹介
　 　 　 　 　 　 　 　 　 S　と うま さ ご

鋼驥 羅 ・月 ・・生

覊灘繕灘 蠶
1灘購鸞鰹 躰 色彩羚 躰 家政絵 日

　　　　　　　　 本繊維学会 ， 日本繊維製品消費科

学会 ， 日本照明学会，フ ァ ッ シ ョ ン環境学会 ， 日本油

化学協会各会員

学術博士
　 　 　 　 　 　 　 　 み ながわ 　　もヒ L」

皆川　基

昭和 5年 7月拑日生

学習院大学理学部化学科 ， 昭和 29

年卒業

大阪市立大学生活科学部教授

日本色彩 学会，日本家政学会，R

本蚕糸学会

日本繊維学会 ， 日本繊維製品消費科学会 ， 日本防菌 防

徽学会，日本沺化学協会各会員

工 学博士

一 一 ］146 ［二二二二＝ ＝ ＝ ：：＝＝ 二二 二三コ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N 工工

一Electronlc 　 Llbrary 　


